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1 分析対象人数
門学科校 1ロL 言十
子 女子 計 男子 言十
1 167 169 336 221 223 444 388 392 780 
2 162 174 336 220 217 437 382 391 773 
3 163 159 322 203 237 440 366 396 762 
492 502 994 644 677 1321 1136 1179 2315 
分析は， :jJIうつ症状ラ生活ストレスラセルフエスティームラソーシャルサポート，健康習慣について
の努調査Jl'fI~ を以下のように得点化21 31引及びグループ分けを仔い、 Pearsonのカイ 2采検定を泊いて
行った。角f州?にあたっては SPSSIO.OJ (統計ソフト)を使用した。
'IJlJうつ痕状については，うつ病の疫学掛究)FJに開発された20項目からなる自己評悩尺度であるCES心
の日本語版を調査項目とし その谷項 1=1 ごとに0~3点と得点化して合計点 (60点~i~llf点)を抑うつ痕状得
点とした。さらにうこの抑うつ症状得点の平均値土器準偏差(18.6775:t8.8980) を悲準に，低{訂作











ィーム得点とした。さらに このセルフエスティーム得点の平均値±標準偏差 (24.0678:t4目9162) を




できる人すべてにO~IJを付けるように尋ね， 01引を l 点，それ以外をO点と得点化し，その合計点 (80点
満点)をソーシャルサポート得点とした。さらに このソーシャルサポート得点の平均似ごと標準偏差
(24.6471:t 13.7031) を基準に 低投群 (0~11 点) 中位群(1 2~38点) 高位際 (39~80点)の3
にグループ分けを行い，抑うつ症状の実態とソーシャルサポートとの関係を検討した。
健康習慣については， I殴眠，遅_{動，朝食， 1甘食，喫煙，部;測の6項目とし， Iほ眠時 IliJ 7~8時間，体育
の授業以外の運動が潤1弓以上，朝食を毎日J呉羽， flJ食を時々取るとIf!Zらない，このlヶ月間に喫煙せずう
このlヶ月間iに飲濃せずをそれぞれ健康に好ましい習f立であるとして1点，それ以外をO点と得点化L，
その合計点 (6点満点)を健歳習慣得点とした。さらに.この鍵燦現↑fi得点を抵泣il (O ~2点) ，中位i拝
(3~4点) ， 
討した。
















116 13.7 619 72.9 
普通学科校 213 18.2 795 67.8 
114 13.4 849 100.0 
165 14.1 1173 100.0 
279 13.8 2022 100.0 合計 329 16.3 1414 69.9 





















80 11. 9 492 73. 1 101 15. 0 673 100. 0 
106 16. 0 471 70.9 87 13. 1 664 100. 0 
143 20. 9 451 65.8 91 13.3 685 100.0 
329 16.3 1414 69.9 279 13.8 2022 100. 0 A ロ
P <0. 01 
表3は低{立群，ヰI{立主t，i筒位群に分類された抑うつ症状の実態を学年別に示したものである。抑うつ症
状の低佼群う 1"{立lfY:，高イ立鮮のそれぞれの割合は， 1年生では11.9%，73.1 %， 15.0%ヲ 2年生では




















168 16. 2 
161 16. 3 
329 16. 3 







986 100. 0 
2022 100.。A 口










抑 ') Jコ 症 状
低位群 中位群 高位群 1Eコ』 計
n 。ん n % n % n % 
生活ストレス
低位群 64 32.8 125 64. 1 6 3. 1 195 100. 0 
中位群 180 16. 6 790 72.9 113 10.4 1083 100.0 
高位群 7 3. 0 145 62.8 79 34. 2 231 100. 0 
251 16. 6 1060 70.2 198 13. 1 1509 100. 0 
P <0. 01 
表5は低位群，中{立群，高位君l'に分類された抑うつ症状の実態を生活ストレスの低位群，仁1:1位群，高{立
îf:î:別に示したものである。生活ストレスが低位群，中位~lf: ，高位群と高くなるにつれ，抑うつ症状の割










低位群 中位群 高位群 l口L 言十
n % n % n % n % 
セルブエスティーム
低位群 6 1.8 202 60.3 127 37.9 335 100.0 
中位群 205 15. 0 1033 75.4 132 9. 6 1370 100.0 
高位群 106 42. 6 134 53.8 9 3. 6 249 100. 0 












抑 つ Jコ 症 状
{創立群 中位群 高位群 言十
n % n % n % n % 
ソーシヤ/しすポート
f創立群 21 9.5 137 62.3 62 28.2 220 100. 0 
中位群 217 14. 6 1073 72.2 196 13. 2 1486 100.0 
高位群 91 28.8 204 64. 6 21 6.6 316 100. 0 













抑 つ -J 状
低位群 中{立群 高位群 tロL 言十
n % n % n % n % 
低{立群 15 8. 2 127 69.0 42 22. 8 184 100.0 
中位群 193 16. 5 815 69.5 165 14. 1 1173 100. 0 
119 19. 1 445 71. 4 59 9. 5 623 100. 0 
329 16. 5 1387 70.1 266 13. 4 1980 100. 0 
P <0. 01 
表8は{迂f立1fI:， ll位詐，高iL群に分類された抑うつ杭状の実態を健康習慣の低1iLl洋， "1:1控訴ラ高位i;下院


































お，本研究はう文部省科学研究費補助金基盤研究 (C) (2)課題番号ー :12670365の補助を受けたもの
の一部である。
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